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䣕
太
平
経
鈔
䣖
巻
三
䥹
十
五
葉
裏
九
行
目―

十
七
葉
表
六
行
目
䥺	

		
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

二
〇
一
九
年
一
月
二
十
六
日	

	
	
	
	
	
	

担
当	

深
澤
一
幸	

	

使
天
文
不
效
者
。
時
有
理
亂
。
道
不
空
出
。
古
者
帝
王
見
微
知
著
。
因
任
行
其
事
。
順
其
炁
。
遂
得
天
心
意
。

如
長
吉
。
逆
之
則
水
旱
炁
乖
忤
。
流
災
積
成
。
變
怪
不
可
止
。
名
為
災
異
。
眾
賢
迷
惑
。
不
知
逆
順
之
道
。

使
其
知
之
。
逢
太
平
則
安
枕
而
理
。
中
平
則
可
力
而
行
之
。
逢
不
平
。
以
道
自
輔
而
備
之
。
猶
若
夏
至
則
備

暑
。
冬
至
則
備
寒
。
此
之
謂
也
。
天
道
有
常
運
。
故
順
之
則
吉
昌
。
逆
之
則
危
亡
。
天
道
戰
鬥
。
其
命
傷
。

日
月
失
度
。
列
星
亂
行
。
能
用
者
自
力
。
無
敢
閉
藏
。
賢
明
上
下
令
自
安
。	

	

校
正	

太
平
經
卷
五
十	

天
文
記
訣
七
十
三		

○
使
天
文
不
效
者	

經
作
﹁
使
天
文
不
效
者
。
正
是
也
﹂	

○
時
有
理
亂
。
道
不
空
出	

經
作
﹁
故
事
不
空
見
。
時
有
理
亂
之
文
。
道
不
空
出
。
時
運
然
也
﹂	

○
古
者
帝
王
見
微
知
著	

經
作
﹁
是
故
古
者
聖
賢
帝
王
見
微
知
著
﹂	

○
如
長
吉	

經
作
﹁
故
長
吉
﹂	

○
變
怪
不
可
止
。
名
為
災
異	

經
作
﹁
變
怪
不
可
。
名
為
災
異
﹂	

○
眾
賢
迷
惑.

。
不
知
逆
順
之
道	

經
作
﹁
眾
賢
迷
惑
不
知
。
但
逆
氣
不
順
。
時
務
所
為
也
﹂	

○
使
其
知
之	

經
作
﹁
樂
欲
使
其
知
之
。
以
自
安
也
﹂	

○
逢
太
平
則
安
枕
而
理	

經
作
﹁
逢
其
太
平
則
可
安
枕
而
治
﹂	

○
中
平
則
可
力
而
行
之	

經
作
﹁
逢
其
中
平
則
可
力
而
行
之
﹂	

○
逢
不
平
。
以
道
自
輔
而
備
之	

經
作
﹁
逢
其
不
平
則
可
以
道
自
輔
而
備
之
﹂	

○
猶
若
夏
至
則
備
暑
。
冬
至
則
備
寒	

經
作
﹁
猶
若
夏
至
則
為
其
備
暑
。
冬
至
則
為
其
備
寒
﹂	

○
天
道
有
常
運	

經
作
﹁
天
道
有
常
運
。
不
以
故
人
也
﹂	

○
賢
明
上
下
令
自
安	

經
作
﹁
慎
無
賊
傷
。
天
之
秘
書
。
以
歸
仁
賢
。
原
明
上
下
。
令
以
自
安
﹂	

	

天
文
を
し
て
効
さ
ざ
ら
し
む
者
䣎
時
に
理
乱
有
り
䣍
道
は
空
出
せ
ず
䣎
古
者
帝
王
は
微
を
見
て
著
を
知
り
䣍

因
り
て
其
の
事
を
行
い
䣍
其
の
気
に
順
う
に
任
せ
䣍
遂
に
天
の
心
意
を
得
䣍
故
に
長
吉
な
り
䣎
之
に
逆
わ
ば

則
ち
水
旱
の
気
は
乖
忤
し
䣍
流
災
は
積
成
し
䣍
変
怪
は
止
む
可
か
ら
ず
䣎
名
づ
け
て
災
異
と
為
す
䣎
衆
賢
は

迷
惑
し
䣍
逆
順
の
道
を
知
ら
ず
䣎
其
れ
を
し
て
之
を
知
ら
し
め
ん
䣎
太
平
に
逢
わ
ば
則
ち
枕
に
安
ん
じ
て
理

め
䣍
中
平
な
ら
ば
則
ち
力
め
て
之
を
行
う
可
く
䣍
不
平
に
逢
わ
ば
䣍
道
を
以
っ
て
自
ら
輔
け
て
之
に
備
え
䣍

猶
お
夏
至
ら
ば
則
ち
暑
さ
に
備
え
䣍
冬
至
ら
ば
則
ち
寒
さ
に
備
う
る
が
若
く
䣍
此
れ
の
謂
い
也
䣎
天
道
に
は

常
運
有
り
䣍
故
に
之
に
順
わ
ば
則
ち
吉
昌
䣍
之
に
逆
ら
わ
ば
則
ち
危
亡
な
り
䣎
天
道
戦
闘
せ
ば
䣍
其
の
命
は

傷
つ
き
䣍
日
月
は
度
を
失
い
䣍
列
星
は
行
を
乱
す
䣎
能
く
用
い
る
者
は
自
ら
力
め
䣍
敢
え
て
閉
蔵
す
る
こ
と

無
し
䣎
上
下
を
賢
明
し
て
自
ら
安
ん
ぜ
し
め
ん
䣎	
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天
文
が
あ
ら
わ
れ
な
い
の
は
䣍
こ
の
こ
と
で
あ
る
䣎
時
に
は
治
ま
る
と
乱
れ
る
の
違
い
が
あ
り
䣍
道
は
意
味

な
く
出
現
は
し
な
い
䣎
昔
帝
王
は
か
す
か
な
き
ざ
し
を
み
て
後
の
顕
著
な
結
果
を
知
っ
た
䣎
だ
か
ら
そ
の
事

を
行
い
䣍
そ
の
気
に
し
た
が
う
に
ま
か
せ
䣍
そ
こ
で
天
の
御
心
に
か
な
い
䣍
ゆ
え
に
長
寿
大
吉
だ
っ
た
の
で

あ
る
䣎
天
の
御
心
に
さ
か
ら
え
ば
䣍
洪
水
や
干
ば
つ
を
お
こ
す
気
が
不
順
に
な
り
䣍
災
害
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
積

み
重
な
り
䣍
異
常
気
象
が
や
ま
ず
䣍
そ
れ
を
災
異
と
名
づ
け
た
䣎
賢
人
た
ち
も
困
惑
し
䣍
さ
か
ら
う
か
し
た

が
う
か
の
道
理
を
知
ら
ず
䣍
か
れ
ら
に
知
ら
せ
た
く
思
う
の
だ
䣎
太
平
に
逢
え
ば
枕
に
安
眠
し
て
で
も
治
め

る
こ
と
が
で
き
䣍
中
程
度
の
太
平
に
逢
え
ば
頑
張
っ
て
治
め
れ
ば
よ
く
䣍
太
平
で
な
い
と
き
は
道
の
補
助
に

よ
っ
て
準
備
し
て
お
く
䣎
そ
れ
は
夏
が
来
れ
ば
暑
さ
に
備
え
䣍
冬
が
来
れ
ば
寒
さ
に
備
え
る
よ
う
な
も
の
で
䣍	

こ
の
こ
と
を
言
う
の
で
あ
る
䣎
天
道
に
は
常
の
運
行
が
あ
る
䣎
だ
か
ら
そ
れ
に
し
た
が
え
ば
吉
祥
䣍
そ
れ
に

さ
か
ら
え
ば
滅
亡
で
あ
る
䣎
天
道
が
戦
闘
す
れ
ば
䣍
そ
の
命
は
傷
つ
き
䣍
日
と
月
は
運
行
の
度
数
を
失
い
䣍

列
星
は
は
ず
れ
た
軌
道
を
と
る
䣎
こ
れ
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
者
は
頑
張
っ
て
䣍
䥹
天
の
秘
書
を
䥺
隠
し

て
は
な
ら
ぬ
䣎
上
下
に
明
ら
か
に
示
し
䣍
安
心
さ
せ
る
よ
う
に
䣎	

	

＊
理
亂	

﹁
雲
笈
七
籖
﹂
巻
一
﹁
綜
敘
道
徳
﹂
道
德
者
天
地
之
祖
。
天
地
者
萬
物
之
父
。
帝
王
者
三
才
之
主
。

然
則
道
德
天
地
帝
王
。
一
也
。
而
有
今
古
燒
淳
之
異
。
堯
桀
理
亂
之
殊
者
。
何
哉
。	 ‧

‧
‧
	

天
地
之
道
。

陰
陽
有
數
。
故
理
亂
之
數
也
。	

＊
得
天
心
意	

﹁
太
平
經
鈔
﹂
巻
三
．
十
三
葉
裡	

上
得
天
心
。
下
得
地
意
。	

＊
乖
忤	

﹁
論
衡‧

逢
遇
﹂
君
不
欲
為
治
。
臣
以
忠
行
佐
之
。
操
志
乖
忤
。
不
遇
固
宜
。	
﹁
北
史‧

儒
林
傳‧

李
興
讓
﹂
與
其
好
合
。
傾
身
無
容
。
有
乖
忤
。
便
即
疵
毀
。	

＊
流
災	

＊
安
枕	

﹁
史
記‧

黥
布
列
傳
﹂
使
布
出
於
上
計
。
山
東
非
漢
之
有
也
。
出
於
中
計
。
勝
敗
之
數
未
可
知
也
。

出
於
下
計
。
悂
下
安
枕
而
臥
矣
。	

＊
天
道
戰
鬥	

﹁
太
平
經
﹂
卷
九
十
二	

﹁
三
光
蝕
訣
﹂
是
天
地
之
大
怨
。
天
地
戰
鬥
。
不
知
其
驗
見
效
於
日

月
星
辰
。	

		

灸
刺
者
。
所
以
調
和
安
三
百
六
十
脈
。
通
陰
陽
之
炁
而
除
害
者
。
三
百
六
十
脈
者
。
應
一
歲
三
百
六
十
日
。

日
一
脈
持
事
。
應
四
時
五
行
而
動
。
出
外
周
旋
。
身
上
總
於
頂
內
。
繫
於
藏
裏
。
咸
應
四
時
而
動
移
。
有
疾

則
不
應
度
數
。
往
來
失
常
。
或
結
或
傷
。
或
順
或
逆
。
故
當
治
之
。
火
者
。
太
陽
之
精
。
公
正
之
明
也
。
所

以
察
姧
除
害
惡
也
。
刺
者
。
少
陰
之
精
也
。
太
白
之
質
。
所
以
用
義
斬
伐
。
治
百
中
百
。
治
十
中
十
。
此
得

天
經
脈
讖
書
也
。
實
與
脈
相
應
。
則
神
為
驅
使
。
治
十
中
九
失
一
。
與
除
脈
相
應
。
精
為
其
驅
使
。
治
十
中

八
。
人
道
書
也
。
人
意
為
其
使
。
過
此
而
下
。
不
可
以
治
疾
也
。
反
或
傷
。
甲
脈
有
病
。
反
治
乙
。
名
為
恍

惚
。
不
知
脈
獨
傷
絕
。
故
樂
知
天
道
神
不
神
。
相
應
與
不
也
。
直
置
一
病
人
於
前
。
名
為
脈
本
文
。
比
若
書

經
道
本
文
。
令
眾
賢
而
識
其
病
。
或
有
長
於
上
。
或
有
長
於
下
。
三
百
六
十
脈
。
各
有
所
覩
。
取
其
行
事
常

所
長
而
治
訣
者
。
以
記
之
。
十
十
中
者
是
也
。
不
中
者
皆
非
也
。	
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校
正	

太
平
經
卷
五
十	
灸
刺
訣
七
十
四	

○
灸
刺
者
所
以
調
和
安
三
百
六
十
脈	

經
作
﹁
灸
刺
者
所
以
調
安
三
百
六
十
脈
﹂	

○
身
上
總
於
頂
內
。
繫
於
藏
裏
。
咸	

經
作
﹁
身
上
摠
於
頭
頂
。
內
繫
於
藏
。
衰
盛
﹂	

○
火
者	

經
作
﹁
灸
者
﹂	

○
刺
者	

經
作
﹁
針
者
﹂	

○
太
百
之
質
。
所
以
用
義
斬
伐	
經
作
﹁
太
白
之
光
。
所
以
用
義
斬
伐
也
﹂	

○
實
與
脈
相
應
則
神
為
驅
使	

經
作
﹁
實
與
脈
相
應
則
神
為
其
驅
使
﹂	

○
治
十
中
九
失
一
。
與
除
脈
相
應	

經
作
﹁
治
十
中
九
失
一
。
與
陰
脈
相
應
﹂	

○
反
或
傷	

經
作
﹁
反
或
傷
神
﹂	

○
故
樂
知
天
道
神
不
神	

經
作
﹁
故
欲
樂
知
天
道
神
不
神
﹂	

○
直
置
一
病
人
於
前
。
名
為
脈
本
文	

經
作
﹁
直
置
一
病
人
前
。
名
為
脈
本
文
﹂	

○
令
眾
賢
而
識
其
病	

經
作
﹁
令
眾
賢
圍
而
議
其
病
﹂	

○
三
百
六
十
脈
。
各
有
所
覩	

經
作
﹁
三
百
六
十
脈
。
各
有
可
覩
﹂	

	

灸
刺
な
る
者
は
䣍
調
和
し
て
三
百
六
十
脈
を
安
ん
じ
䣍
陰
陽
の
気
を
通
じ
て
害
を
除
く
所
以
の
者
䣎
三
百
六

十
脈
な
る
者
は
䣍
一
歳
三
百
六
十
日
に
応
ず
䣎
日
に
一
脈
が
事
を
持
し
䣍
四
時
五
行
に
応
じ
て
動
く
䣎
外
に

出
て
䣍
身
上
に
周
旋
し
䣍
頂
内
に
総
べ
ら
れ
䣍
蔵
裏
に
繋
が
れ
䣍
咸
な
四
時
に
応
じ
て
動
移
す
䣎
疾
有
ら
ば

則
ち
度
数
に
応
ぜ
ず
䣍
往
来
常
を
失
し
䣍
或
は
結
び
或
は
傷
つ
き
䣍
或
は
順
が
い
或
は
逆
ら
い
䣍
故
に
当
に

之
を
治
む
べ
し
䣎
火
䥹
灸
䥺
な
る
者
は
䣍
太
陽
の
精
䣍
公
正
の
明
也
䣎
姧
を
察
し
害
悪
を
除
く
所
以
也
䣎
刺

な
る
者
は
䣍
少
陰
の
精
也
䣎
太
白
の
質
䣍
義
を
用
い
て
斬
伐
す
る
所
以
な
り
䣎
百
を
治
め
て
百
に
中
り
䣍
十

を
治
め
て
十
に
中
る
䣍
此
れ
天
経
の
脈
讖
書
を
得
る
也
䣎
実
は
脈
と
相
応
ず
れ
ば
則
ち
神
は
駆
使
せ
ら
る
䣎

十
を
治
め
て
九
に
中
り
一
を
失
せ
ば
䣍
除
䥹
陰
䥺
脈
と
相
応
じ
䣍
精
は
其
れ
に
駆
使
せ
ら
る
䣎
十
を
治
め
て

八
に
中
ら
ば
䣍
人
道
書
也
䣎
人
意
は
其
れ
に
使
わ
る
䣎
此
れ
を
過
ぎ
て
よ
り
下
は
䣍
以
っ
て
疾
を
治
む
可
か

ら
ざ
る
也
䣎
反
っ
て
或
は
䥹
神
を
䥺
傷
つ
く
䣎
甲
脈
に
病
有
る
に
䣍
反
っ
て
乙
を
治
め
䣍
名
づ
け
て
恍
惚
と

為
す
䣎
脈
の
独
り
傷
絶
す
る
を
知
ら
ず
䣍
故
に
天
道
の
神
な
る
か
神
な
ら
ざ
る
か
䣍
相
応
ず
る
か
不
か
を
知

る
を
楽
う
也
䣎
直
に
一
病
人
を
前
に
置
き
䣍
名
づ
け
て
脈
本
文
と
為
す
䣎
比
え
ば
経
を
書
し
て
本
文
と
道
う

が
若
し
䣎
衆
賢
を
し
て
其
の
病
を
識
ら
し
め
䣍
或
は
長
の
上
に
有
り
䣍
或
は
長
の
下
に
有
り
䣍
三
百
六
十
脈
䣍

各
お
の
覩
る
所
有
り
䣎
其
の
行
事
常
に
長
じ
て
治
訣
た
る
所
の
者
を
取
り
て
䣍
以
っ
て
之
を
記
す
䣎
十
に
十

中
る
者
は
是
也
䣎
中
ら
ざ
る
者
は
皆
非
也
䣎	

	

針
灸
と
い
う
の
は
䣍
調
和
に
よ
り
三
百
六
十
脈
を
安
定
さ
せ
䣍
陰
陽
の
気
を
通
し
て
害
を
除
く
も
の
で
あ
る
䣎

三
百
六
十
脈
と
い
う
の
は
䣍
一
年
三
百
六
十
日
に
対
応
す
る
䣎
日
に
一
脈
が
行
事
を
管
理
し
䣍
四
時
五
行
に

対
応
し
て
動
く
䣎
外
に
出
て
䣍
身
体
で
活
動
し
䣍
頭
頂
の
中
に
集
め
ら
れ
䣍
臓
器
の
中
に
つ
な
ぎ
止
め
ら
れ
䣍

す
べ
て
四
時
に
対
応
し
て
移
動
す
る
䣎
疾
病
が
あ
れ
ば
決
ま
っ
た
度
数
に
対
応
せ
ず
䣍
往
来
は
常
軌
を
失
い
䣍
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結
ん
だ
り
傷
つ
い
た
り
䣍
し
た
が
っ
た
り
さ
か
ら
っ
た
り
す
る
䣎
だ
か
ら
こ
の
脈
を
治
め
ね
ば
な
ら
な
い
䣎

灸
と
は
太
陽
の
精
気
・
公
正
な
光
明
で
あ
る
䣎
だ
か
ら
奸
悪
を
察
知
し
害
悪
を
除
く
の
で
あ
る
䣎
針
と
は
少

陰
の
精
気
で
あ
る
䣎
太
白
金
星
の
質
を
も
ち
䣍
だ
か
ら
義
で
も
っ
て
害
悪
を
斬
伐
す
る
の
で
あ
る
䣎
百
を
治

め
て
百
に
あ
た
り
䣍
十
を
治
め
て
十
に
あ
た
る
䣎
こ
れ
は
天
の
経
脈
の
讖
書
を
得
た
の
で
あ
る
䣎
ま
こ
と
に

脈
と
対
応
す
れ
ば
䣍
神
は
そ
れ
に
駆
使
さ
れ
る
䣎
十
を
治
め
て
九
に
あ
た
り
一
を
失
う
䣎
陰
脈
と
対
応
す
れ

ば
䣍
精
は
そ
れ
に
駆
使
さ
れ
る
䣎
十
を
治
め
て
八
に
あ
た
る
の
は
䣍
人
道
の
書
で
あ
る
䣎
人
意
は
そ
れ
に
駆

使
さ
れ
る
䣎
こ
れ
以
下
は
䣍
病
を
治
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
䣎
か
え
っ
て
神
を
傷
つ
け
る
こ
と
に

な
る
䣎
甲
脈
に
病
が
あ
る
の
に
乙
脈
を
治
め
る
の
は
䣍
恍
惚
と
名
づ
け
る
䣎
脈
だ
け
が
傷
つ
き
駄
目
に
な
る

こ
と
が
わ
か
ら
な
い
䣎
だ
か
ら
天
道
が
神
な
の
か
ど
う
か
䣍
対
応
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
を
知
り
た
が
る
の

で
あ
る
䣎
じ
か
に
一
病
人
を
前
に
置
く
の
を
䣍
脈
本
文
と
名
づ
け
る
䣎
た
と
え
ば
経
を
書
写
し
て
本
文
と
い

う
よ
う
な
も
の
で
䣍
賢
者
た
ち
に
そ
の
病
を
認
識
さ
せ
る
の
で
あ
る
䣎
あ
る
も
の
は
上
部
が
得
意
䣎
あ
る
も

の
は
下
部
が
得
意
䣍
三
百
六
十
脈
䣍
お
の
お
の
観
察
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
䣎
そ
の
治
療
で
い
つ
も
得
意
で
秘

訣
を
知
る
と
こ
ろ
を
取
り
䣍
そ
れ
を
記
録
す
る
䣎
十
に
十
が
あ
た
る
も
の
は
正
し
い
の
で
あ
る
䣎
あ
た
ら
ぬ

も
の
は
誤
り
で
あ
る
䣎	

	

＊
灸
刺	

﹁
素
問‧

血
氣
形
志
﹂
形
樂
志
苦
。
病
生
於
脈
。
治
之
以
灸
刺
。	
高
士
宗
解
﹁
脈
者
。
心
之
所
主

也
。
治
之
以
灸
刺
者
。
或
灸
以
補
之
。
或
刺
以
通
之
﹂	

﹁
急
就
篇
﹂
弮
四	
灸
刺
和
藥
逐
去
邪	

顏
師
古
注

﹁
灸
。
以
火
艾
灼
痛
也
。
刺
。
以
箴
刺
之
也
﹂
。	

＊
持
事	

＊
周
旋	

﹁
春
秋
左
氏
傳‧

僖
公
十
五
年
﹂
亂
氣
發
憤
。
陰
血
周
傳
。
張
脈
僨
興
。
外
彊
內
乾
。
進
退
不
可
。

周
旋
不
能
。	

＊
度
數	

﹁
周
禮‧

天
官‧

小
宰
﹂
其
屬
六
十
。	

鄭
玄
注
﹁
六
官
之
屬
。
三
百
六
十
。
象
天
地
四
時
。
日
月

星
辰
之
度
數
﹂	

＊
太
陽
之
精	

﹁
無
上
秘
要
﹂
卷
九
十
四
﹁
昇
太
空
品
﹂
若
學
者
休
糧
山
林
。
長
齋
五
岳
。
絕
塵
人
間
。
遠

思
清
真
者
。
得
日
日
服
日
根
之
霞
。
吞
太
陽
之
精
。
則
身
生
玉
澤
。
面
有
流
光
。	

﹁
雲
笈
七
籤
﹂
卷
一
十

九
﹁
老
子
中
經
．
第
三
十
五
神
仙
﹂	

丹
田
中
赤
者
。
太
陽
之
精
也
。
心
火
之
氣
也
。
其
外
黑
者
。
太
陰
之

精
也
。
腎
水
之
氣
也	

。	

＊
公
正
之
明	

﹁
荀
子‧

正
論
﹂
故
上
者
下
之
本
也
。
．
．
．
上
公
正
則
下
易
直
也
。	

＊
少
陰
之
精	

﹁
雲
笈
七
籤
﹂
巻
一
十
九
﹁
同
上
﹂
其
上
白
者
。
如
銀
盤
而
照
覆
之
者
。
少
陰
之
精
也
。
肺

金
之
氣
也
。	

＊
太
白	

﹁
真
誥
﹂
卷
八
﹁
甄
命
授
﹂
頃
天
氣
激
逸
。
陰
景
屢
變
。
太
白
解
體
於
二
辰
之
中
。
愆
勃
於
紫
房

之
下
。	

﹁
雲
笈
七
籤
﹂
卷
十
九
﹁
老
子
中
經
．
第
四
十
五
神
仙
﹂
次
思
膽
中
有
太
白
明
星
。
三
光
曜
而
相

照
。	

＊
用
義
斬
伐		

＊
天
經
脈
讖
書	

﹁
登
真
隠
訣
﹂
卷
下
﹁
誦
黃
庭
經
法
﹂
經
又
云
。
皆
在
心
内
運
天
經
。
則
不
得
各
在
五
臟

之
内
。
六
府
之
宮
。		

﹁
真
靈
位
業
圖
﹂
序	

搜
訪
人
綱
。
究
朝
班
之
品
序
。
研
綜
天
經
。
測
真
靈
之
階
業
。	
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﹁
素
問‧

離
合
真
邪
論
﹂
故
天
有
宿
度
。
地
有
經
水
。
人
有
經
脈
。	

王
冰
注
．
經
脈
者
。
謂
手
足
三
陰
三

陽
之
脈
。	
﹁
真
誥
﹂
卷
十
二
﹁
稽
神
樞
﹂
世
遠
傳
未
出
。
其
捨
家
尋
學
。
事
在
讖
書
。		

＊
人
道
書	
﹁
雲
笈
七
籤
﹂
巻
七
﹁
說
三
元
八
會
六
書
之
法
﹂
故
云
。
有
天
道
地
道
神
道
人
道
。
此
之
謂
也
。	

＊
恍
惚	

﹁
老
子
﹂
第
二
十
一
章	

孔
德
之
容
。
惟
道
是
從
。
道
之
為
物
。
惟
恍
惟
惚
。
惚
兮
恍
兮
。
其
中
有

象
。
恍
兮
惚
兮
。
其
中
有
物
。	

＊
本
文	

﹁
真
誥
﹂
卷
十
﹁
協
昌
期
﹂
今
又
重
鈔
可
修
事
出
此
耳
。
其
本
文
猶
在
彼
卷
。	

﹁
真
誥
﹂
卷
十
九

﹁
翼
真
檢
﹂
又
此
六
篇
中
。
有
朱
書
細
字
者
。
悉
隱
居
所
注
。
以
為
誌
別
。
其
墨
書
細
字
。
猶
是
本
文
。	

﹁
雲

笈
七
籖
﹂
巻
六
﹁
十
二
部
﹂
唯
本
文
有
通
相
別
相
以
十
二
部
。
皆
是
文
字
為
得
理
之
本
。
通
名
為
本
文
。
本

文
猶
是
經
之
異
名
。
十
二
部
既
通
名
為
經
。
是
通
相
本
文
也
。	

＊
書
經	

﹁
無
上
秘
要
﹂
卷
四
十
七
﹁
齋
戒
品
﹂
誦
經
必
齋
。
校
經
必
齋
。
書
經
必
齋
。
書
符
必
齋
。
篆
籙

必
齋
。	

﹁
雲
笈
七
籤
﹂
卷
三
十
八
﹁
太
霄
琅
事
十
善
十
悪
﹂
奉
侍
師
主
。
營
建
静
舎
。
書
經
校
定
。
修
齋

念
道
。
退
身
讓
義
。
不
爭
功
名
。	

＊
有
長	

﹁
無
上
秘
要
﹂
巻
五
﹁
人
品
﹂
其
結
胎
受
化
。
有
吉
有
凶
。
有
壽
有
夭
。
有
短
有
長
。
皆
禀
宿
根
。

結
氣
不
純
。	

＊
治
訣	


